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訪問日時：2017 年 5 月 1 日 午後 3 時から 7 時 

参加者：大阪大学学生 20 名＋兵庫県立大学生 6 名＋同志社大学生 3 名＋引率教員 5 名 

 

   

  



2 

 

赤井ゼミ・橋本ゼミ・田中ゼミの授業の現場編として、阪神高速の工事現場の視察ツアーを企画した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年は、ゼミツアーとして、阪神高速の工事現場を見学した。阪神高速は、日ごろは名前を聞いたり使った

りした際に、渋滞しているというイメージはあるものの、巨大なインフラの舞台裏、抱える悩みなどについて、

実際に、眼で見て、考えるという機会はなかった。 

シールドの巨大さとトンネルを掘ることの苦難、トンネルに設置された非難経路に関しては、デザインにおい

て安全性や人の心理まで考えて設計されていること、地下水凍結工法の実用化の現場、水平の 40m・50m と

いうのはさほどの距離に感じない一方で垂直方向のそれはとてつもない深さであること、全ての工事において、

安全を確保するための何十もの工夫がなされていることなど、日本でこれまでに蓄積された技術について数多

くの学びが得られた。 

また、インフラは黙々と社会を支えする存在である一方で、現在は、その財源面についても市民にしっかりと

理解してもらわないといけない存在でもある。広報業務にも力を入れられている姿を見て、その重要性を再認

識した。 

成熟化している日本において、今後、都市部では、インフラ整備を通じて、経済成長を促進する街づくりが求

められる。必要なインフラはしっかりと造り維持し、経済に寄与していかなければならない。新たなイノベーショ

ンを通じて、より効率的効果的な方策を生み出し、関西地域のインフラとしての役割を担い続けることに期待し

たい。 

参加学生は、この視察を通じて、社会を知る良い機会になったと思われる。実施後のアンケートでは、参加

学生全員が大満足との回答をした。以下に、学生の感想をまとめる。 

  

スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール 
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